
 

 

 

★主 催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

★後 援 群馬県教育委員会、前橋市、前橋市教育委員会 

★事業の趣旨 

前橋市国土強靱化地域計画の重点化施策の１つである地域の防災力の向上を目指し、

これからの防災・減災の担い手である中学生を中心とした「防災ジュニアリーダー」を育

成することを目的としたあかぎ防災キャンプを開催する。 

★対 象  前橋市内の防災教育や被災地支援活動に関わる意識をもつ中学 1 年生・2 年生 

★定 員 20 名程度 ※応募方法にご注意ください。 

★日 時 令和３年 1２月１８日（土）９：３０ ～１９日（日）１１：３０ 

★会 場 国立赤城青少年交流の家（群馬県前橋市富士見町赤城山２７） 

★アクセス 自家用車：前橋市街地より３０分,関越自動車道 赤城 IC より２０分 

★参 加 費 ３，０００円（食事代４食分,シーツ洗濯代,保険代等） 

★募集期間 ～令和 3 年 1１月１９日（金） 

★応募方法 

〇下記ＱＲコードを読み込みか当交流の家のホームページよりＷＥＢ申し込みフォーム

にアクセスしてください。            QRコードはこちら⇒ 

 

 

 

※抽選を実施した場合、結果については締め切り１週間後を目処に、申し込み者全員に郵

送にてお知らせ致します。 

また参加が決定した方には、併せて２次案内をお送り致します。 

(問合せ先 国立赤城青少年交流の家 TEL:027-289-7224 担当：塩原・福岡・小林) 

★その他 

※ご記入頂いた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報

の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務及び当交

流の家主催の事業案内の送付のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開

示することはありません。本事業中に撮影した画像・動画・制作物・感想文等を当交流

の家・国立青少年教育振興機構・関係教育機関等の事業報告書・広報物・インターネッ

ト媒体(ホームページ・facebook 等)へ使用する事がありますので、ご了承ください。

ご都合が悪い場合は事前にご連絡ください。 

※プログラムや講師等については,予告なく変更することがあることを予めご了承くださ

い。 

令和 3 年度 国立赤城青少年交流の家 50 周年記念教育事業  

あかぎ防災キャンプ  



◆主な日程 

 
 

◆◆お問い合わせ先 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

 TEL:027-289-7224  FAX:027-289-7226 E-mail:akagi-kikaku@niye.go.jp 

 URL:https://akagi.niye.go.jp/ 担当：塩原・福岡・小林 
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【訓練】「災害体験訓練」 

  地震体験車を通じて、地震の怖さを体験します。 
前橋市防災危機管理課 

【講話】「座学講習訓練」 

  災害に対応するために、自然災害の特徴、気候、家庭や地域での日頃の備えに

ついて学びます。 

前橋市防災危機管理課 

【実習】「避難所開設」 

  避難所の配置や運営について学びます。室内にて、ダンボールベッド・簡易ト

イレを作成します。非常用バッグの確認をします。 

前橋市防災危機管理課 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【野外炊事】「非常食・防災食」 

  限られた水で、配給物資での調理を行います。電気・ガスのない状況下での野

外炊事を行います。 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【講話】「防災講話」 

  実際に災害が起きたときの避難所での体験談や生活、運営の様子について講話

を聞きます。 

前橋市防災危機管理課 

【実習】「HUG」 

  地図などを用いて地域で災害が発生した事態を想定しながら災害対応を討議・

体験をする図上訓練を行います。 
前橋市防災危機管理課 

【グループワーク】「避難所での自分たちの役割を考えよう」 

  今までの講話や実習で学んだことを生かして、実際に災害が起きたときに、中

学生の自分たちでどんなことができるかを考えて、グループワーク行う。 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

「発表会」 

  「避難所での自分たちの役割を考えよう」で学んだ内容を発表し、自分たちの

立場で、これからの生活に学びを生かせるように、発表を行います。 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 


